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この調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調杏.として，北海

道に調査を委託し，道企地下資源調査所にお

いて，実施したものである口

昭和 39 年 3 月

北海道開発庁
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5 万分の 1 地質図幅主主
説 明 書ブミ 瑛(旭)ト第 54 号〉

北海道立地下資源調査所

技術吏員鈴木 守

嘱託渡辺 順

同 春日井 昭

はしがき

美玉突図幅は，昭和 33 年から昭和 35 年にかけて，約 250 日間で行なった野外調査の

結果をとりまとめたものである。

野外調査にあたっては，つぎの各氏に協力していただいた。

相馬恒雄* オイチャヌンベ川上流

若生達雄** 熔結凝灰岩地域の地形

田崎耕市林* 雨紛川流域

藤田郁夫林林二股沢流域

また，現地においては，美瑛町役場，神楽営林署，および芦別営林署の方々から，

いろいろとお世話をいただいた。明記して厚くお礼を申しあげる。

I 位置および交通

美瑛図幅は，北緯 43°30'-43°40'，東経 142°15'-142°30' の範囲にあり，北海道の

ほぼ中央に位置している。行政区画のうえでは，旭川市，芦別市，上川郡の神楽町，

東神楽村，美瑛町，空知郡の上富良野町などに属している。

図i幅地域のうち，東側の半分ほどは緩やかな台地状地域であり，西側の半分ほどは

*北海道大学

料東北大学

***東京教育大学

料料道立八雲高等学校
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山岳地域になっている。そのために，交通網の発達の状態も，東と西ではいちじるし

くちがっている。東側の地域には，美漢市街をはじめ多数の村落が分布しているため

に，縦横に交通網が発達している。とくに重要な交通機関としては，この地域をほぼ

南北に走っている国鉄富良野線と，これにほぼ平行に敷設されている国道を走ってい

るパス路線である。このほかに，美瑛市街から，五稜部落や白金温泉へゆくパスが通

っている。西側の地域は山岳地帯になっているために，村落があまり分布しておら

ず， したがって東側にくらべて交通網の発達はよくなし、。しかし，ほとんどの川川ぞ

いに，休道が敷設されているし，西南部の油谷炭山や旭町までは，芦別市街からパス

が通っている。さらに，北西部のパンケホロナイ山のへ登山道路が，芦531]市新城から

通じている。

II 地形

美瑛図幅地域の地形は，大きく，東側の台地状地域と西側の山地域との二つにわけ

ることができる。

台地状地域: この地域の大部分は，十勝熔結凝灰岩で形成されている，緩やかな

台地状地形からなりたっている。この台地の上の面の高度は，標高にして，大よそ 280

..--494m の間にあり，西側ほど高度を増している。この台地の間を流れる各河川は，

大小様々の広さの沖積平地をつくりだしている。そして，この沖積地と台地との聞に

は， 2 段の段丘面がみられる。第 1 段丘面は，河床面からの比高にして， 10,....40m ほ

どの平坦両を形成しているが，ひじように発達の状態が悪い。これに対して，第 2 段

正面は， 5m 内外の比高の平坦面をつくり，ほとんどの河川に発達している。また，

第 1 段丘面の背後には，緩い斜面地形が発達している。

沖積平地のうち，わりあい広い面積をもっているのは，北端部の美瑛川と辺別川

との合流点付近と，美漢市街地付近とである口前者が 153.5m の標高をしめすのに対

し後者は 235.4m ほどであり，約 80m ほどの標高差がある。

山岳地域: この地域は，日高造山運動という大きな地殻変動によって形成され

た摺山山脈から構成されている。その稜線は，ほぼ NNE-SSW の方向に走ってお

り，この稜線から多数の出是根が分岐している。稜線にそって，北から南へ，神居山

(809.8m) ，丸子山 (896.2 m) ，ルベシベ山 (858.7 m) ，熊山 (723.5) などの山々が

配列している。この稜線からやや西にはずれた位置に，この地域の最高峰であるパン

-2-



ケホロナイ山 (901.2 m) がそびえている。この地域を流れている各河川は，各所に

海布や懸崖をつくりだしており，遡行の困難な箇所がかなり多し、。この地域には，多

数の蛇紋岩体が分布しているが，この岩体は，他の岩石がっくりだしている急II喰な地

形とは対象的に，ひじように緩やかな地形を現出している。このような地形は，蛇紋

岩上で発生した地すべり運動と関係あるものと考えられる白

III 地質概説

美瑛図幅地域の地質構成は，第 1 表にしめしたとおりである。

この図幅地域の西側の大部分は，北海道の造構史の上で，きわめて重要な役割を果

たしてきた神居古浬構造帯によってしめられている。この構造帯は，上部ジュラ紀と

考えられる日高地向斜末期の塩基性噴出岩類と，その後に近入した大小の蛇紋岩体に

よって特徴づけられている。また，白望系紀から第三紀にかけて行なわれた日高造山

運動のさいに，主として，動力変成作用が働いた地帯である。そのために，各地に，

緑色片岩本目で代表される変成岩類が発達しており，とくに，藍閃石などのソーダ鉱物

を多産することで有名である。

この図幅地域内の神居古浬構造帯は，神居古浬i峡谷のすぐ南方にあたり，従来，典

型的な結晶片岩類が分布しているとみなされてきた地域である。しかし，結品片岩と

よべるような変成岩は，ひじように分布がせまし大半は， J京岩の組織をわりあいよ

く保存している準Jl-岩である。さらに，東側には，ほとんど不変成の岩行類が，わり

あい広く残されている。ここには，砂岩，粘板岩，スピライト質岩類，輝緑岩質凝灰

岩，および赤色チャートなどが分布している。この図幅では，これらを日高累層群と

して一括したが，神威層群と空知層群とにわけることができそうであるの

また，この図幅地域の神居古浬構造帯には，細長い形をした，きわめて多数の蛇紋

岩が分布している口このような状態は，神居古揮峡谷を中心にして発達している変成

岩類の分布地域の大きな特徴とみられる。さらに，南東部には，わりあい大きなはλ

れい岩体が分布している。

この図幅地域は，これまで説明してきた神居古搾構造帯を中心にして，東と西では，

いちじるしくちがった地質構成になっている。すなわち，西側は，おもに，第三系か

らなりたっており，東側は，主として，十勝熔結凝灰岩によってしめられている。

西側の隣接歌志内図幅地域には，広く第三系が発達しているが，この地域には，南

-3-



時代 JすE也- 層 石山 相 {蒲 考

第
現

氾 j監原堆積物

世
、~

四

更新世
第 2 段丘堆積物

高己 第 1 段丘堆積物

~-v ノ、ノ

時代未詳 十勝熔結凝灰岩 大む型合黒石雲英母を流多紋く岩ふ質く
'\ノ、ノ、 u、./v、ノ\ノ、内 流紋岩

未分離新第三系 j尼岩、凝灰岩 J業岩

新 ヲ

舟叶←ヲ 鮮新世 j竜 III 層 喋質層粘土、 砂層 層、 凝灰

一
ノ1ノ\ノ 衝上運動

高己 新世中 III 立出 層 群 砂岩、シルト岩、諜岩

断層

申晃 内 層 i互I~ !t層f 、砂打、 il~ 岩

古
断層

金剛沢爽炭層 砂岩、シルト岩、 iJt 岩

断層

赤平含化石層 砂岩、シルト岩、泥岩
A舛4R3 P

石
崩れ沢爽炭層 縞状砂岩

狩 盤の沢山岩層 JをU岩は、さ海む中止石砂岩

一

石炭沢爽炭層 泥岩、砂岩をはさむ
層

京己 銃沢3k炭層 機質砂岩、泥岩互層

群
幌加別爽炭層 iJl2岩

つ一一一一一一ー【 神居古j章変成作用

ン 輝緑岩質誕灰岩

二工

日高累層群
スピライト質岩類

フ チャート

最己 砂岩、粘板岩

層序表
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西隅付近に分布しているにすぎなし、。ここには，古第三紀の石狩層群，金剛沢層， I院

内層，および，新第三紀の川端層群と滝川層が分布している。とくに，これらのうち

で広く発達しているのは川端層群である。川端層群は，古第三系や神居古湾構造吊;と

は断層で接しているロこれらの各地層は，神居占・極構造帯の造構運動の影響をうけて

いるために，いちじるしく擾乱されている。

ほとんどが十勝熔結凝灰岩によってしめられている東側の地域にも，断片的ではあ

るが新第三系と考えられる地層が分布している。しかし，ほんの部分的な露出しかみ

られないために，その地質時代を十分に明らかにすることが困難であり，未分離新第

三系として取扱った。しかし，岩質から考えると，鮮新伊:の可能性がある。

十勝熔枯凝灰岩は，この凶幅地域の東側を半分以上もおおって，広く発達している。

この熔結凝灰岩は，北海道で最大の拡がりをもっているもので，この地域はその丙縁

部にあたっている。

第四系は，更新世の段丘堆積物と，現位の氾i臣源Jl積物とからなりたっている。そ

の大部分は，熔結凝灰岩の分布地域に発達している。

IV 日高累層群と神居古煙変成岩類

この凶隔地域の西側を構成する神居古揮構造市は， 8,......-10km ほどの幅で， NNW-

SSEの分布方向をしめしている。この構造帝の大部分は，神居古湾変成岩煩によって

しめられているが，東側には，まえにのべたように，不変成の日高累層群が分布して

いるロこの構造帯の構造は，局部的にはかなり変化がはげしく複雑であるが，大局的

にみれば，分布方向と同じ走向をもち，東に傾斜する形態をもっているとみることが

できる。

ここに分布している変成岩類のほとんどのものは，ひじように低変成度であるため

に，原岩乃組織を残しているものが多し、。しかも，それらの原宥は，明らかに，日高

累層群を構成している岩石類と同質である。一方，日高累層群も，全部がまったく不

変成ではなくて，部分的に変成されている。このような状態から考えれば，日高黒層

群を構成している諸岩石が，神居古揮変成岩類の原岩であることは明らかである。し

たがって，この地域の日高累層群の諸性質を，変成岩類もふくめて検討することにす

る。

IV.1 日高累層群 (Hd ， He, Hs)

- 5--



日高果層群は，主として，この構造帯の東側に分布しているが，おそらしかなり

の部分が熔結凝灰岩におおわれているものと推定される。北側では分布が狭く，南側

ではかなり広い分布をしめしている。北部地域は，おもに，砂岩と粘板岩とから構成

されているが，南部地域では，大部分がスピライト質岩類や輝緑岩質凝灰岩などから

なりたっている。

不変成の岩石類の性質を簡単に説明すれば，大体つぎのようである口

砂岩は，暗灰色を呈する， r-f:l粒~細粒の硬砂岩質の岩相をしめしている。一般に，

20cm--1m ほどの厚さのものが多い。

粘板岩は，黒色を呈するものが大部分であるが，部分的に暗灰緑色をおびた頁岩質

のものを介在していることがある。勇断運動をうけた部分は，千枚岩質になってお

り，ときには，完全に粘土化している。

チャートは，北東端部に分布しているものがもっとも厚く， 100m 以上もあるが，

そのほかのものは大体 20m 内外の厚さである o 大部分は赤色を呈するが，一部には

緑色のものもある。そして，多量に放散虫をふくんでいる。とくに，南部地域には，

幅 100m ほどのものが，変成岩と蛇紋岩との境界部にそって分布している口このチャ

ートは，途中の東西断層によってずれているとはいえ，約 Skm にもわたってほとん

ど不変成のままで浅されている。これは，変成作用に対するチャートの抵抗の強さを

意味するものと考えられる。

輝緑岩質凝灰岩は，砂岩・粘板岩の聞に，あるいは，スピライト質岩類の問に，小

規模に発達している。とくに，スピライト質岩類とは，細かに入りくんだ形の産出状

態をしめしている。この岩石には，集塊岩質，角磯凝灰岩質，および凝灰岩質の岩相

がみとめられる。そして，凝灰質の岩相には， しばしば層理が発達しており，ときに

は熔結凝灰岩様の構造がみとめられる。角礁になっている岩石は，杏仁状構造をしめ

すひじように細粒のスピライト質岩が多い。そのほかに，普通輝石あるいはチタン質

の普通輝石の大型結晶片を多数ふくんでいる O

スピライト質岩類は，量的にはもっとも多い。この岩石類には， しばしば，枕状構

造をしめすものがある。岩質的には，二つの岩相が区別される。一つは，正規スピラ

イトであり，もう一つは，細粒輝緑岩である。しかし，この両岩相を地質図上で区別

して表現することは困難である。

一般に，正規スピライトは，暗赤褐色を呈し杏仁状構造をしめしているものが多
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い口そして，少量の普通輝緑石あるいはチタン質普通輝石をふくんでいるが，これら

をまったくふくんでいないこともある。基質は，曹長石のパリオリテック，サブオフ

ィテック，および球頼状組織などをしめしている。

細粒輝緑岩は，普通輝石と曹長石のサブオフィテック組織をしめすものが大部分で

ある口しかし，ときには，パリオライト質組織をしめすものもみとめられる。

これまでに説明してきた日高累層群のうち，スピライト質岩類発達のけんちょな南

部地域では，少なくみつもっても， 2 ， OOOm 以上の厚さをもっていると考えられる。

これだけ膨大な量のスピライト質岩類から構成されている地層は，空知層群の下部層

である山部層とみるのが妥当である。この点では，南の隣接図幅下富良野では，この

図幅のスピライト質岩類に連続する部分を，芦別岳輝緑凝灰岩層として取扱ってお

り，同じ層準とみている。

このスピライト質岩類の西側は断層で，低度変成岩類と接している。この部分の変

成岩類は，スピライト質岩類，輝緑岩質凝灰岩などと砂岩，粘板岩の互層部が変成さ

れたものと考えられる。しかも，かなり擾乱されてはし、るが，大体において，西側ほ

ど下部層をしめすものとみられる。また，北部地域では，変成以前には，大部分が砂

岩と粘板岩とから構成されており，少量のスピライト質岩とチャートをともなってい

た，ということになる。北部地域にみられる地質構成は，日高累層群中の神威層群に

しかみられない特徴をもっている。また，南部地域の場合は，神威層群と空知層群の

移り変りの状態、によく似ている。いちじるしく地層が擾乱されており，さらに，変成

作用のために岩石が改変されているので，詳細な層序を組立てることはきわめて困難

である口しかし，うえに説明したような層序関係の下に，この地域の変成岩類や不変

成の岩石類を把握した方がよいと判断される。なお，これら両層群の境界をどこに

おくかは，かなり面倒である。下富良野図幅では，芦別岳輝緑凝灰岩層の西側に，

断層をへだてて芦別川珪質岩層を設置している。この地層は，すでに報告されている

よう色神威層群の上部に対比されるものであるO この地層が，美瑛図幅地域に延長

した場合に，どこに連なるものか問題である。もしかすれば，スピライト質岩類の西

側の変成岩類に連なるかもしれなし、。いずれにしても，現段階では，明確な境界をお

くことは無理であろうと，考えられる。

IV.2 神居古揮変成岩類

美瑛図幅地域に発達している変成岩類は，大きく，つぎのように分類できるの
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曹長石 緑泥石一白雲母ーパンペリー石 藍閃石ーローソン石片岩

縞状構造のいちじるしい結晶片岩の露出(雨紛JlI)
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準片岩類

緑色準片岩

黒色準片岩

結晶片岩類

禄色片岩(藍閃片岩をふくむ)

黒色)十岩

珪質 n° 岩

角 t;，司岩

これらの変成岩類のうち，角閃岩を除けば，前項で、説明したように，すべてが日高

県層群の諸岩石を原岩としているのしたがって，緑色の変成岩煩はスピライト質岩類

や輝緑岩質凝灰宕を，また，黒色の変成岩類は砂岩や粘板岩を，それぞれ原岩として

いるのしかも，すでに指摘したように，結品片岩は，ごく狭い範囲にしか分布せず，

大半は準JI 岩によってしめられている。

ここで，結品片岩と準片岩の，それぞれの特徴をのべれば，つぎのようである。

1) 結品)十岩で‘は，準片岩より片埋が明瞭であり， しばしば，けんちょな縞状構造

が発達している。

2) 結品片右には，きわめてけんちょな微摺曲構造が発達している。そして，片理

面上には，いわゆるミちりめんじわミとよばれる線構造が発達しているの

準片岩では，微摺山というよりは，小摺曲構造とでもいうようなものが発達してい

る。そして，間隔の広い，波状とでもいえるような線構造がみとめられるの

3) 結品片宕では，再結品作用がひじように進んでおり，原岩のレリヅクはほとん

ど残されていないか，残されていてもごく僅かである。そして，再結晶度が高いため

に，岩石を一見したさいに，準片岩にみられない輝やきがある。

準片岩では，再結品度がひじように低く，原岩の組織を多く残している。そして，

変成鉱物の種類も，結品片岩にくらべごく僅かである。

ここにあげたような諸点は，野外において十分に識別できる。これらは，本質的に

は，再結品度のちがいを意味するものである。つまり，再結晶作用が進むとともに，

いろいろの変成鉱物が生成されているのである。したがって，この再結晶作用を支配

した物理化学条件や，このような物理化学条件をつくりだした地質条件に，大きなち

がし、があったことを意味している。
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IV.2.1 準片岩類

A 緑色準片岩 (Sg)

緑色準片岩は，この構造帯の南部地域に広く発達している。また，結晶片岩として

取扱った領域内にも，かなりみとめられる。一般に， ミロナイト質あるいはカタクラ

サイト質の岩相をしめしている。そして，大抵の場合に，その原岩がスピライト質岩

類であるか，それとも輝緑岩質疑灰岩であるか，を区別することが可能であるの

この岩石には，つぎのような鉱物組合わせがみられる。なお，チタン石は，ほとん

どの組合わせにみられるので，組合わせの中から除いた。

1) 緑泥石一方解石
キ

2) 緑泥石一方解石一曹長石一(普通輝石)

3) 緑泥石一方解石一曹長石ーパンペリー石一(チタン質普通輝石〉

また，結品片岩の分布地域内に残されているものには，つぎのような組合わせがみ

とめられる。

4) 緑泥石一曹長石一(普通輝石残品)

5) 緑泥石一藍関石一(原岩の角機)

6) 緑泥石一藍閃石一曹長石ー(普通輝石・褐色角閃石浅品)

7) 緑泥石一藍閃石ーパンペリー石一(チタン質普通輝石)

8) 緑泥石一曹長石一褐色スチルプノメレンー(普通輝石残品〉

ここにあげたような組合わせをもった岩相は，どれも，原岩の破砕片や黒色のミロ

ナイト縞とよばれる部分，あるいは普通輝石や閃石の残品を多く残している。首長石

は，不規則な形をした微細結品からなり， しばしば， レンズ状あるいはパッチ状の集

合体として形成されている。また，藍閃石は針状あるいは繊維状であり，量的には少

ない。パンペリー石は，微細結品の集合体として産し，レンズ状あるいは脈状である。

B 黒色準片岩 (Sb)

この岩石の場合は，原岩が砂岩であるか粘板岩であるかを識別するのは，わりあい

容易である。砂岩・粘板岩の互層部がミロナイト化作用をうけると，砂岩部はひきち

ぎられ，ひきのばされてレンズ状になっている。そして，しばしば，このレンズ中には，

石英が脈状に形成されている。一方，粘板岩の方は，滑り面を形成して片状になり，千

*ーーは，とくに相対的に多量に生成されているもの。また， ( )内は残品をしめ

す。

ハ
υ



枚岩質になる。 Lかし，再結晶度は弱し砂岩はもちろんのこと粘板岩でも，その中

にふくまれている砂粒は，いくらか改変されていてもほぼ原形のままで残されている。

また，この岩石には，片理に平行あるいは片理を貫ぬく，石英脈が発達している。

そして，ときには，複雑なプチグマテック摺曲をしめすものもみられる。

この岩石にみられる鉱物組合わせはつぎのようなもので，ひじように単純である。

9) 石英

10) 石英一曹長石

11) 石英一曹長石一緑泥石

これらの組合わせで，もっとも量的に多いのは石英である。しかし，緑色準片岩の

場合と同様に，微細な不規則な形をした集合体として産している。

IV.2.2 結晶片岩類

この地域の結品片岩類は，大まかにみれば， 2 帯に分布がわかれている。 1 帯はこ

の構造帯のもっとも西側であり， 1 帯は中央からやや東側に寄った位置で、ある。前者

は，この図幅地域から北西側に広く発達しているものの一部にあたっている。この図

幅地域内には黒色片岩しか分布していないが，隣接歌志内凶幅地域から北西の深川図

幅地域にかけては，典型的な緑色片岩が発達している。後者の市は，大小様々の規模

で， しかも，きれぎれの状態で分布している。ここには，黒色片岩と緑色片岩がとも

ないあっている。また，この帯には，藍閃石やローソン石などの変成鉱物が産する特

徴があるの

しかし，これらの結晶片岩帯には，なおも，準片岩やほとんど不変成の岩石が残さ

れている口それでも，全般的には，まえあげたような特徴をもった結品片岩とみられ

る岩行が，大半近くをしめている。

結晶片岩には発達している縞状構造というのは，ちがった種類の鉱物配列によって

っくりだされているロ一般には， 1mm 内外の間隔をもった，きれいな平行縞であるの

このような縞模様は，変成化作用によってもたらされたものと考えられる。

A 緑色片岩 (Cg)

緑色片岩には，しばしば，多数の単斜輝石の残品がめられるが，原岩の組織を残し

ているものはあまりなし、。しかし，わずかながら残されている組織には，明らかに，

スピライト質岩類原とみられるものがある。したがって，この岩石も，緑色準片岩と

同種の岩石類を原岩としているとみてよい。
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緑色片岩にみられる鉱物組合わせには，つぎのようなものがある。

12) 曹長石ー緑れん石一陽起石

13) 曹長石一緑泥石一白雲母士赤鉱鉱

14) 曹長石一石英一緑泥石一白雲母一褐色スチルプノメレン

15) エヂル石一曹長石斑状変晶一石英一白雲母ー緑泥石一緑れん石ー褐色スチル

プノメレンーパンペリー石一燐灰石

16) エヂル石ー緑泥石一曹長石

17) エヂル石一緑泥石一白雲母一褐色・緑色スチルプノメレン

18) ェヂル石一藍閃石一緑泥石一白雲母

19) 藍閃石一緑泥石一曹長石一石英一(褐色角閃石)

20) 藍閃石一緑泥石一白雲母一褐色スチルプノメレンー曹長石一方解石

21) 緑泥石ーパンペリー石一長曹石ーエチ♂ル石一白雲母一褐色スチルプノメレン

一藍閃石

22) 藍閃石ー緑泥石一曹長石一褐色スチルプノメレンーパンペリー石一方解石

23) 藍閃石ーローソン石一緑泥石一褐色スチルプノメレンー曹長石

24) 藍閃石ーローソン石ーパンペリー石ー緑泥石一白雲母一曹長石

縁色片岩の間には， しばしば，珪質片岩様の優白質の結晶片岩が発達している口こ

の岩石は， 2........5cm ほどの幅をもった小規模のものである o チャートなどの珪質岩を

原岩としたものでなくて，変成作用の段階に，まわりから分泌されてっくりだされた，

変成分化脈と考えられる。この岩石には，つぎのような鉱物組合わせがみられる。

25) 石英一曹長石一白雲母一褐色スチルプノメレン土緑泥石

26) 石英一曹長石一緑泥石一白雲母ー褐色スチルプノメレンーエヂル石

27) 石英一藍閃石ーエヂル石一白雲母一緑色スチルプノメレン

28) 石英一藍閃石ーエヂ‘ル石一緑泥石ー褐色スチルプノメレンー曹長石一方解石

29) 石英一曹閃石一褐色スチルプノメレンー方解石あるいはパンペリー石

30) 曹長石ーエヂル石一褐色スチルプノメレンーパンペリー石一方解石

この図幅地域内に分布する緑色片岩には，大体，以上のような鉱物組合わせがみと

められる。

なお，参考までに，パンケホロナイ川地域の，歌志内図幅側に発達している緑色片

岩には，つぎのような組合わせがみられる。
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31) 曹長石一緑色スチルプノメレンー斜ゅうれん石

32) 曹長石一陽起石-ゅうれん石←白雲母一方解石

33) 曹長石一緑れん石一緑泥石一白雲母一藍 r}司石

B 黒色片岩 (Cb)

この岩石は，図幅地域の北西部の歌志内図幅と境界付近に，もっとも広く分布して

いる。そのほかに，東側の結晶片岩帯中にも，禄色片岩の間に小範囲であるが分布が

みられる。この岩石にも，緑色片岩にみられるものと同じような， 1，.....， 3m ほどの間隔

をしめす白黒の平行縞が発達している。白色部の大部分は，石英から構成されてい

る。黒色片岩にも，黒色準片岩の場合と同じように，片理を切る石英脈がみられる。

この石英脈は，ときには片理にそってもはし、りこんでいるが，その場合には，縞状構

造の白色部と区別が困難である。

黒色片岩にみられる鉱物組合わせには，緑色片岩の一部のものと同じようなものが

あるが，構成鉱物の量比には，いちじるしいちがし、がみとめられる。一般的には，モ

ザ、イク状石英，あるいは石英の斑状変品の発達がけんちょであり，また，白雲母やス

チルプノメレンなどが多量に形成されている。さらに，不透明鉱物の縞が特徴的に発

達している。鉱物組合わせはわりあい単純で，つぎのようなものがある口

33) 石英一曹長石一白雲母一褐色スチルプノメレン士緑泥石

34) 石英一白雲母一緑泥石ー曽長石

35) 石英一曹長石 陽起石一褐色スチルプノメレン

C 珪質片岩

この図幅地域には，明らかにチャートを原岩とするとみられる結晶片岩は，わずか

しか分布していなし、すなわち，老知安川の上流地域と西側の盤の沢に，若干しられ

ているにすぎない。この岩石は，ほとんど大部分が石英粒から構成されており，その

他の鉱物はほんのわずかふくれていだけである。この岩石には，つぎの鉱物組合わせ

がみられる。

36) 石英録れん石白雲母一燐灰石

これまでに説明したように，この図幅地域には，いろいろの鉱物組合わせをもった

変成岩類が発達している。これらのうちで，とくに藍閃石をふくんでいる変成岩の性

質を考えてみると，大体つぎのようなことがいえる。この地域の東側の結品片岩帯中

には，縁色片岩だけでなく緑色準片岩にも，藍閃石がともなわれている。しかしす
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べてのものが針状か繊維状の結晶であり，神居古漕峡谷の北側の上江丹別図幅地域に

みられるような良好な結晶体をつくっているものはなし、。そして，いろいろの鉱物種

と共生関係にあり，変成作用においての安定領域が，ひじように広いことをしめして

いる。したがって，変成度を問題にするためには，再結晶度と鉱物の共生関係を同時

に検討することが必要で:ある。しかしながら，東側の結晶片岩帯の地域内だけに藍閃

石が形成されているz ということは，そこに，交代作用が働いたことをしめすものであ

ると考えられる。この場合，従来考えられている蛇紋岩の接触変成作用によるものと

は考えられないロ

また，黒色片岩や黒色準片岩には，すでにのべたように，片理を切ったりあるいは

片理に平行な石英脈が発達 Lている。この石英脈は，変成作用の末期の産物としか解

釈のしょうがないのところが，この石英脈には，明らかに，熱水性の条件をしめすと

みられるものがある。したがって，この場合には，下部からの溶液の上昇を考えなけ

ればならない凸

この地域の変成作用を考える場合には，変成分化作用と同時ーに，交代作用が働いて

いるとみるのが妥当であるの

IV.2.3 角閃岩 (Am)

角閃岩は，まえに説明した東側の結品片岩帯とほぼ同じ位置に，大小様々をの岩体

をつくって分布している。これらは，まわりの岩石類と断層で境いされているものが

多いが，北部の雨紛川流域のものは，蛇紋岩体にとりこまれたような形態で分布してい

る。これらのなかで，美瑛川支流の老知l安川上流に発達しているものは，幅約 2km ，

走向延長約 3km もある大きな岩体をつくっている巴とくに，この岩休には，すでに報

告されているように，いろいろの岩相がみられ，そのritには，この地域の角閃岩の原岩

ちしいものまでみらとめられる。つぎに，この岩体の性質について簡単に説明するロ

この角閃岩体は，西側の褐色角閃石角閃岩本目との東側の緑色角閃岩角閃岩相との二

つの岩相に大きくわけることができる。しかし，緑色角閃石岩は，東端部に約 200m

ほどの幅で分布しているにすぎず，大部分は褐色角閃岩相によってしめられているD

褐色角閃石角閃岩は，塊状に近い岩質を Lめしているが，弱い片理がみとめられる。

この片理の定向は N20E---N40W であり，傾斜は 20---70°£ と，かなり変化がし、ちじ

るしいむ一般に，黒色味をおびた中粒から粗粒のものである。そして，おもに，グラ

ノプラステックに組合った褐色角閃石と斜長とから構成されており，そのほかに緑れ
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ん石やチタン石などをともなっている。斜長石の多くは，ソーシュル石化がし、ちじる

しく，ひじように汚れた感じのものが多い。

緑色角閃~i角閃岩は，やや片理の発達している，中粒の岩石である。一般に，緑色

角閃石と斜長石とのグラノプラステック組織をしめしているが，ときには，ネマトグ

ラステック組織もみとめられる。このほかの鉱物としては，緑れん石とチタン石が普

通にみとめられる。斜長石のほとんどは，ソーシュル石がし、ちじるしく，チリ状物質

を放出してひじように汚れている。そして，これとはべつに，緑れん石を包かしたポ

イキロプラストをつくっているものがある。

この緑色角閃石角閃岩中には，多数のかんらん石をふくんでいる， 10-20cm ほど

の幅をもった優黒色の層状岩相があるO そして，緑色の角閃岩相との聞に，粗い縞状

構造をつくっている。

この部分は，かんらん石のほかに，アメサイト，透角閃石などから構成されており，

いちじるしい方向配列をしめしている。

この優黒貿相から角閃岩相への移り変りは，漸移的である。すなわち，角閃岩相に

移るにつれて， しだいに斜長石の量をまし，逆に，かんらん石とアメサイトの量が減

少し，また，透角閃行が陽起石質になっている。

ここにしめしたような性質からみて，この角閃岩体は， トロクトル岩相と正規はん

れし、岩が原岩ではなし、かと推定される。

これまで説明してきた岩体以外では，かんらん石をふくむ岩相や褐色角閃石角閃岩

相はみられなし、北部の雨紛地域には，ほとんど大部分が陽起石だけから構成されて

いるような岩相が分布している。しかし，この岩相の一部には，アメサイトをふくむ

ものがあり，まえにのべたかんらん石をふくむ岩相と緑色角閃岩相との漸移部の一部

によくにているのおそらくは，同じような起源をもっているとも考えられる。

V 道入岩類

この地域の注入岩としては，はんれい岩，蛇紋岩，および中粒輝緑岩などがある。

V.I はんれい岩 (Gb)

この地域にみられるはんれい岩は，ルベシベ川上流に分布するものを除けば，小規

模のものばかりである。大部分のはんれい岩は，スピライト質岩類の分布地域に近入

している凸そのほかに，蛇紋岩体中に補獲岩様の状態で若干みられる。
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ルベシベ川上流の大きな岩体は，東西 1 ， 400m，南北 4 ， OOOm もあり，この地域で

最大のものである。この岩体は，やや細粒の岩相が大部分をしめしているが，部分的1

に粗粒の岩相が発達している。

細粒相は，青味がかった黒色の細粒~中粒の岩石である。

おもに，斜長石と普通輝石とから構成されており，サブオフィテック様組織をしめ

している。斜長石は，やや小さな結品で，板状，柱状，長柱状などのものがあり，部

分的にソーシュル石化している。普通輝石は， しばしば，緑色角閃石や緑泥石に置換

されている。

粗粒相は，暗青色~陥緑色を呈し，普通輝石結品が大型であるのが特徴である口こ

の岩相の一部には，自味がかった酸性化岩相がともなわれている。この岩本日の科長石

の性質は，粗粒相とほとんど同じである。しかし，普通輝石は大型結品になってお

り， しかも，筒状組織を形成している。また，一部には，褐色角閃石に変っているも

のが認められる。

ルベシベ川以外の各地に分布しているはんれい岩の岩質も，これまで説明してきた

ものと大差ない。ただし，部分的に，ひじように勇断破砕をうけているものがある。

このようなものには，多量の緑れん石や緑泥石などが形成されている。

ここに説明したような性質から考えると，この地域のはんれい岩は，輝緑岩と近縁

関係にあるのではなし、かとおもわれる。

なお，蛇紋岩休中に捕獲状に分布しているものは，ひじように粗粒のまl長石と緑色

角閃石とからなりたっている閃緑岩質の岩相をしめしているのそして，斜長石の大部

分はソーシュル石化している。また，少量の普通輝石が角閃石中に残されている。さ

らに，曹長石の細脈が多数みとめられる。しかし，この岩石の詳しい性質は，ほとん

ど明らかでなし、

V.2 蛇紋岩 (Sp)

この図幅地域には，ひじように多数の蛇紋岩が分布している。これらの蛇紋岩は，

幅 2m ほどのものから，幅 lkm に達する大規模なものまであり，いろいろな大きさ

の岩休をつくっている。南西部の第三紀層地域にみられるものを除けば，一般に，変

成岩の片理に平行な細長い形態をしめしているo

蛇紋岩には，一般的にしられているように，塊状蛇紋岩と葉片状蛇紋岩の二つの岩

相がある。この地域の蛇紋岩の大部分は，葉片状蛇紋岩であり，塊状蛇紋岩は一般に

-16-



大きな岩体の内部にみとめられる。

塊状蛇紋岩には，かんらん岩にみられるような節理系が発達しており，そして，か‘

んらん岩の組織が残されている。ときには，かんらん石結品が残存していることがあ，

る。また，この岩石を構成しているのは， 板温石と斜温石綿 (Clinocrysotile) であ

。 。

葉片状蛇紋岩には，いちじるしい片理が発達している口この片理は，明らかに，塊

状蛇紋岩が勇断されて形成されたものである。そのために，葉片状蛇紋岩中には，不

規則な瞭状になって，塊状蛇紋岩が残されている。葉片状蛇紋岩は，ほとんどが，一

方向に配列している斜温石綿からなりたっている。したがって，塊状蛇紋岩の片状化

という現象は変形作用とともに板温石の斜温石綿化作用をともなっているとみること

ができる。

この地域の蛇紋岩の多くが葉片状蛇紋岩であるという事実は，この地域がつよく構

造運動の影響をうけていることをしめすものである。これらの片理は，まわりの変

成岩類に発達している片理の走向とほぼ同じであり，ほとんどが東傾斜である。しか

も， しばしば，岩体の境界部は蛇紋粘土とよばれる，乳白色の粘土がともなわれてい・

る口この粘土は，いわゆる断層粘土であり，蛇紋岩の多くのものが，衝上性の断層運

動によって持ち上げられたことをしめものと考えられる。したがって，地質図上では

しめしていないが，蛇紋岩体の大部分は，断層線によって取包まれるような状態にな

っているもと理解してよ L 、。

図II居地域の南西部に分布している川端層群中にみられる蛇紋岩体も，おそらく，断

層運動によって持ち上げられたものと推察される。これらの蛇紋岩が，おもに葉片

状蛇紋岩であり，しかも，いちじるしく粘土化しているという事実は，そのためと

考えられる。これらの蛇紋岩のあるものは，川端層群を貫ぬいているという人もいる

が，疑問である。また，たとえ，貫入現象がみられるとしても，火成道入であるとは

考えられないの

V.3 中粒輝緑岩

この輝緑岩は，まえに説明したスピライト質岩類にくらべてかなり粗粒で， しかも 1

黒味がかった色をしめしている。したがって，空知層群中に分布しているものは，ま

わりの岩石類と岩質上にかなりのちがいがあり，岩脈状の道入体であることは確かでー

ある。そして，変成岩中にみられるものは，岩体の周辺部が片状化しており，明らか・
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に変成作用をこうむっている。しかも，このような輝緑岩が，地質図にはしめしてな

いが，結晶片岩の問にさえ残されている。

この輝緑岩は，輝石と長柱状斜長とから構成されるサブオフイテック組織をもった

岩石である。斜長石は，曹長石質であり，神居古揮構造市の他の地域の中粒輝緑岩と

おそらく同質であろうとおもわれる。

VI 古第三系

l司幅地域の最南西端部には，ほぽ南北の方向をとって，古第三系が分布している。

この地域の古第三系については，三田，小島らによって，きわめて詳細な調査が行な

われ，すでに報告されている。したがって，ここでは，その概略の説明だけにとどめ

ておく口古第三系は，大きく，西側の石狩層群，金同日沢央炭層，および幌内層にわけ

ることができる。

VI. l 石狩層群

VI.I.I 醜加別頁岩層 (Ho)

この地層は，鏡沢上流に小範囲に分布しているにすぎない。この地域の石狩層群の

最下位層であり，黒色~暗灰色の泥炭からなりたっている。 NW の走向で， 20 0NE の

傾斜をしめしている。

VI.1.2 鏡沢英炭層 (Kc)

この地層は，鏡沢の上流から北部地域にかけて分布している。そして，石炭沢央炭

層中に， ドーム構造をつくってあらわれている。この地層は，機質砂岩と泥岩との互

層から構成されている。また，この地層中には， 10 枚ほどの炭層がしられている。

VI.I.3 石炭沢爽炭層 (Sc)

この央炭層は，油谷炭山周辺地域に分布しており，この炭山のほとんどの稼行炭層

をふくんでいるといってよし、おもに，陪炭色の泥岩からなりたっており，これに青

灰色をおびた中粒砂岩を互層としてはさんで、いる。東西性の断層によって断ちきられ

ており，また，ゆるやかな波状の摺曲構造が発達している。

VI.1.4 盤の沢混岩層 (Ba)

この地層は，この図幅地域には，ごくわずか分布していなし、。おもに，暗灰色の泥

岩からなりたっており t部に海緑石をふくむ粗粗砂岩の薄層をはさんでいる。

この地層中にも炭層がみとめられるが，ひじように不規則な形をした，芋づる状の
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ものである。

VI.l.5 崩れ沢爽炭層 CKu)

この地層も，小範囲に分布しているものである。おもに，暗灰色縞状砂岩であるがv

上部ほど中粒~粗粒砂岩をはさんでいるのこの図幅地域内では，この地層中に，厚さ

10m 以上炭層がある。

VI.I.G 赤平含化石層 CAb)

この地層は，図幅地域の石狩層群中， もっとも分布が!ム-ぃ。この地層は，暗緑色な

いし灰色の中粒砂岩，灰色のシルト岩，および陥灰色の泥岩などからなりたっているの

全般に擾乱がいちじるしく，地層の定向・傾斜はかなり変化がはげしい。

VI.2 金剛沢爽炭層 (Ko)

この地層は，石狩層群と l院内層との聞に，断層ではさみこまれ， 200·-400m ほどの、

幅をもって帯状に分布している。したがって，この図幅地域では，これらの層序関係

は明らかでない。しかし，三田，小島らは，この地層r+，の炭層の状況や，地質構造お，

よび分布などを，他の地域のものと比較検討した結果，金剛沢爽炭層として取扱った

方がよいという見解をのべている。

この地層は，泥岩，シルト岩，砂岩など、から構成されている。また，部分的に，海

緑石をふくんでいる口構造運動の影響をつよくうけているため，いちじるしい摺曲構

j告をしめしているの

この地層中の炭層は， 5......，6 層ほどあるがどれも貧弱なものである凸

VI.3 幌内層 (Po)

この地層も金剛沢爽炭層と同様に，ひじように細長い分布をしめしている口すなわ

ち， 250m 内外の幅で，南北に 5km ほどの延長をもっている。この地層の西側は，南

部では金剛沢央炭層と，また，北部では石狩層群および滝川層と，さらに，東側は )Il

端層群と，それぞれ断層によって境いされている。

この地域の幌内層は，下部はおもに泥岩層から，上部は砂岩・泥岩互層から構成さ

れている凸この地域では，大半が，砂岩・泥岩の互層部によってしめられている。

砂岩・泥岩の互層部中には，炭層をはさんでおり， 2......， 3 枚の可採炭層がある。これ

らの炭層は，膨縮がいちじるしく連続しなし、。

なお，この地層中から ， PortlaniiaWataseiKANEHARA, Corbiculasp.ostriacf

eorivularisOYAMA などの化石が報告されている。
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VII 新第三系

まえに説明した古第三系と神居古湾構造帯との間の地域には，新第三紀新世の川端

層群と鮮新世の滝111層とが分布しているo また，神居古浬構造帯の東側の地域にも，

熔結凝灰岩の下位に，未分離新第三系が分布している。

VII.2 JII 端層群 (Ka)

川端層群は，分布地域の西側では，おもに，暗灰色の砂岩とシルト岩とからなりたっ

ており，東側では，喋岩を主とし，部分的に砂岩と互層している。多数の南北性の断

層が発達しており，また，いちじるしい摺曲構造をしめしているために，層序を十分

に明らかにすることは困難である。おそらく，東側の礁岩層が，この層群の最下位の

ものと考えられる。

喋岩は，小豆大から挙大ほどの大きさの礁が圧倒的であり，ひじように円磨度がよ

い。礁種は，神居古樺構造帯から由来したとみられる緑色岩類や蛇紋岩が多く，その

ほかに，古第三紀のものらしい砂岩や泥岩などがみられる口

砂岩やシルト岩などを主とする地層中には，泥岩層を若干ふくみ，また，小豆大の礁

からなりたっている薄い喋岩層が，ところどころにみとめられる。また，石灰質団塊

を多数ふくむところがある。この地層中には，あちらこちらにあり，介化石を産する

ところが，ときには，化石の密集体がみられる口化石には，この層群中の下部の滝の

上層と，本来の川端層をしめすのではないかとおもわれるものとの， 2 群がある。

滝の上層をしめすとみられるものには ， chlamysheteroglypt αYOKOY AMA, Ostria

sp などがある。また，川端層とみられる地層中のものには ， Portlandiatokunagai

*(YOKOYAMA) , Periploma1}esshoensisYOKOYAMA, Portlandiasp などがある。しか

し，この地域の川端層群を正確に区分することは，ひじように困難である。

VI.2 滝川層 (Ta)

この地層は，油谷炭山の北部地域に，古第三系を不整合におおい，川端層群とは断

，層で接して，小範囲に分布している。

この地層は，細粒の喋層，砂層，および，凝灰質粘土層などの互層からなりたって

いる。そして，ほとんど水平に近い傾斜をしめしている。

*化石の鑑定は，北海大学理学部地質学鉱物教室の魚住悟氏にしていただいたo
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VII.3 未分離新第三系 Vt)

この地層は，熔結凝灰岩の下位に，窓のようになって，断片的に露出しているにす

ぎない。泥岩，凝灰岩，喋岩などからなりたっている。礁岩は，回結の度合の弱い，

かなりルーズな感じの岩質のものである。

化石を産 IU せず， しかも，分布がひじように局所的であるために，地質時代は明ら

かでなし、。

VIII 流紋岩 (Ry)

この凶幅地域には，熔結凝灰岩の下部に，挟い分布で流紋岩がみられる。 3 ヵ所の

分布があり，みな同じ岩質のものである。この流紋岩が，十勝熔結凝灰岩におおわれ

ていることは確かであるが，その直接の接触面をみることはできない。熔結凝灰岩中

には，この岩石にわりあいよくにた岩相の発達することがある。この両者が，まった

くちがう時代の火山活動に関係して，生成されたものであるかどうかは，いまのとこ

ろ明らかでないの

この岩石は，灰色がかった桃褐色とでもいうような色調をおびている。そして，斜

長石斑品を多数ふくむ，ち密で硬い岩石である。一般に，規則正しい立方体状の節理

系が発達している。

斑品には，多数の斜長石のほかに，少量の石英や，あるいは，普通輝石などがみら

れる白石基は，ハリ質であるが，部分的に徴珪長質組織が発達している。また，多数

の球暫、を生成している。

IX 十勝熔結凝灰岩 (Tw)

この地域に分布している熔結凝灰岩は，十勝岳周辺に広域に拡がっている，十勝熔結

凝灰岩の西縁部にあたっている。わりあい平坦な台地状の地形をつくっているが，一

方，削剥もかなり進んでいる。この台地面は，美瑛市街の周辺地域では 300m 内外の

標高をしめしているのに対し，西側の神居古浬構造帯に近い位置では， 500m の標高

をしめしている。そして，神居古揮帯の内域の雨紛川地域には， 300m ほどの標高を

もった基盤岩上に，約 40m ほどの厚さのものが，取残されたような状態で分布してい

る。このような事実は，この熔結凝灰岩の噴出後に，神居古揮構造帯が上昇したから

ではないかと推測される。
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この熔結凝灰岩の噴出時代は，まだ明らかにされていない。もし，第三紀のもので

あるならば，この熔結凝灰岩のつくる平坦台地上に，古い段丘喋層があっても，よさ

そうなものである。しかし，現在までのところ，川床面からの比高にして 10--40m

ほどの段丘堆積物をのせているほかには，古いものはまったくしられていなし、つま

り，平坦台地の上部には，段丘堆積物がないということである。この点から考えれ

ば，更新世になる可能性が大きし、。いずれにしても，今後充分に検討する必要があ

る凸

この岩石は，場所によって，かなり岩質が変化するの一般的傾向としては，東側ほ

ど浮石を多量にふくみ，西側では浮石が少なくなるとともに，かなりハリ質な岩質を

しめしている。美瑛川本流ぞいの流紋岩や未分離第三系をおおう付近から西側では，

全般に，よく熔結してかなり硬質になっており，間に黒躍石のレンズ状休がみとめら

れる。おそらく，基盤に近い位置が，熔結作用が進んでいるためであろうとおもわれ

る。しかし，北西端部のものは，あまり熔結しておらず，凝灰質の岩相をしめしてい

る凸そして，ここでは，赤色チャートやスピライト質岩などの基盤岩の角礁を多数ふ

くんでいる。また，東側のものには，一般に，挙大から親指大までの大きさの安山宕

角礁がみとめられる。

この岩石は灰白色~灰色を呈し，一般に，熔結作用が進んでおり， '板状あるいは柱

状の節理が発達している。浮石片は，圧縮・熔結されており，ひきのばされたレンズ状

になっている。石英や黒雲母の斑晶を普遍的にふくみ，そのほかに，少量の普通輝石，

紫蘇輝石，緑色角閃石などをふくんでいる。基質は，無色ない褐色のハリからなりた

っている。無色のものには，真珠岩様の組織がみとめられる。また，褐色のものには，

球頼構造が発達している。

X 第四系

この図幅地域に発達する第四系には，更新世の段丘堆積物と，現世の氾濫原堆積物

とがある。

X.I 段丘堆積物

段丘堆積物は，第 1 と第 2 段丘堆積物にわけることができる。

第 1 段丘堆積物 (T 1) は，河床面からの比高にして， 10......40m ほどの平坦面をつ

くっている。しかし，発達は不良である o 一般に，下部は喋層から構成され，上部が
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粘土と泥炭の互層になっているのまた，これらの問に，火 III灰質の砂層をはさんでい

ることがある口

第 2 段丘J¢.積物 (T2) は， 5m 内外の比高の平坦向.をつくっている巴分布規模は小

さいが，各{dI)llにそって，ひじように数多く発達している。のこ堆積物は，沖積面に

切られており，更新世最末期に形成されたものと考えられる。堆積物は，礁と粘土で

あるの

X.2 氾濫原堆積物

この堆積物は，各河川にそって発達している。とくに，大きな河川の合流点付近に

は，広い沖積平地が形成されており，良好な農耕地になっている。

XI 地質構造

美瑛図幅地域の地質構造の琵達史は，神居古搾構造帯の構造運動が中心になってい

る。

神居古浬構造帯は，すでにし、ろいろ報告されているように，日高地内斜の西側に行

なわれた，スピライト質岩類を中心にする塩基性火成活動帯である。この地帯は，自

主紀から第三紀初頭にかけての永い地質時代を通じて，はげしい構造運動の行なわれ

た地帯である。その結果，日高山脈地域に発達している熱的要素の強し、変成岩類とは

対照的に動力的要素の強し、変成岩類が形成されている。

この構造帯の地質構造をみると，まえに説明したように，全体としては，ほぼ南北

性の走向をもち，西に倒れたような形態をしめしている。しかし，この内部のあちら

こちらには，ベイズン状その他の，複雑な摺曲構造が琵達しており，決して，単調な

構造をとっているわけではない。この構造帯の構造をひきたたせているのは，蛇紋岩

の泣入形態と南北性の断層である。すなわち，この地域の蛇紋岩体や南北性の断層の

ほとんどは，東傾斜をしめている。蛇紋岩の岩質，変成岩の片理の一般傾向，および，

勇断帯や断層の発達状況などから考えると，この構造帯が，一つの大きな衝上断層帯

の性格をもっているとみることができる。

このような性格は，南西側の第三系にも反映されている。古第三系の地質構造は，

この図幅地域ではあまり明らかで、なし、。しかし隣接歌忘内図幅地域の資料では，こ

の構造帯の方向に平行な摺曲軸をもった摺曲構造や断層が，ひじように多数発達して

いることが，明らかにされている。また，新第三紀中新世の川端層群は，明らかに，
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この構造{十?とは j肩上断層で接している。しかも，この地層中にも，市・第三系の場合と

よくにた，間的構造や断層がみとめられるつしかし，鮮新陀の滝川層は，東側が断層

で切られているが，いちじるしい擾乱をうけていない。

また，十勝熔結凝灰討の流出U!j には，すでに神居古湾構造'市は山稜をつくっていて，

この流れをさえぎったとみられるつしかしその後においても，この構造帯の上昇が

行なわれ，そのために，かなり高い位置まで，熔結凝灰岩も持上げ、られることになっ

fこ O

なお，神居古i章構造市の変成作用は，少なくとも， 111端屑群の堆蹟以前にはおわっ

ていたと考えられる。川端層群の恥積物にふくまれている蛇紋岩，変成岩，塩基性胃

類は，このことを物語っているの

これらの/;~tJ、らみれば， この構造市は，変成作用のおわった後に，はげ L い衝 I二運

動をとうして上昇運動を行ない，戸f'新世以降はわりあいおだやかな iて汗を行なったと

みることができょうの

XI 応用地買

美瑛l三HI両地域内には，ィ i英，クロム鉄鉱， ±1石，石材などの地下資源がみられる巴

石炭 (C)

石炭は，古第三系中のあちらこちらに賦存しており，稼行中のものとしては油谷炭

山があるの詳しいことは，すでに，三日1 ・小島らによって報告されている。

この地域の占第三系は，すでに説明したように，構造運動の影響をひじようにつよ

くうけている円そのために，炭層もいちじるしく擾乱されており，採掘条件がかなり

~い。

クロム鉄鉱

クロム鉄鉱床は，神屑古海構造帯の蛇紋岩体ipのあちらこちらに肝胎しているロす

なわち，大きな蛇紋岩体の分布地域を流れる河川のところどころに，手:大のものから

2 トン以上もあるような，流鉱がみとめられるのとくに，雨粉川流域の支流の鉱石沢の

中流には，河床面をつくる蛇紋岩の kに，約 100m 以上にもわたって，多量の流鉱が

堆積してし、る。

岩体中に匹目fiするものは，過去に探鉱され， 1 部は採掘されているの辺渓川の上流

には，探鉱坑道が残されているし，また，老失11川支沢の二子沢の上流には採掘跡がみ
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られる。しかしこの地域のクロム鉱床は，規模が小さい上に擾乱がし、ちじるしいの

で，開発は困難である。

珪石鉱床 (Qt)

図幅地域の北西部のパンケケホロナイ川には，芦別珪石鉱山がある。北海道唯一の

珪石鉱山として一時稼行され，炉材用原料としての珪石を出荷した凸しかし，良好な

鉱床の採掘をおわり，現在は休山している。

ここで珪石として採掘したのは，まえに説明した，黒色片岩中に発達している石英

脈である。この石英脈は，黒色片岩の片理を貫ぬく， I幅!Oem........， 1 m ほどのもので，ひ

じように多数の脈が集中して発達している。数本の脈が合体した部分は， 2........，3m も

の幅をもっており，富鉱体をつくっている。鉱石は，ほとんど純粋な石英だけからな

りたっている。この脈中の孔隙内には， しばしば，大型の水品が形成されている。

石材

この地域で石材として採掘されているのは，十勝熔結凝灰岩であるc 美瑛市街の直

ぐ西側には，石切場がある。建築用石材として利用されている。

農業地質

この図幅地域の東側に広く発達している台地の上は，農耕地として利用されてい

るのこの台地は，すでに説明したように，熔結凝灰岩が基盤になっている。この台地

表面は，大まかにみれば，わりあい平坦であるといえるが，実際は，かなり起伏にと

んだ地形面をつくっている。つまり，多数の小沢ないし谷地形と 10---20 度ほどの緩

斜面とからなりたっているのである。しかも，一般に，士層の発達が悪く， 20........，30em

たらずの深さのところに基盤岩があったり，あるいは，基盤岩の角様化した風化産物

が分布している。そのために，降雨のたびに土壌の流出がいちじるしく，いわゆる土

壌浸食をうけている D

この地域の土壌浸蝕には，布状流亡と細谷流亡の両者がみられる。そのために，土

地の惰土化がいちじるしし、。これらの対策として，現在，軌道による客土が実施され

ている。

土壌浸蝕に対する対策としては，土壌の厚さを増大させるための客土が必要である

ことは，いうまでもない。それと同時に，土壌の流失を防止するための対策が必要で

ある。それには，斜面の勾配を緩和するための土塁の敷設や，植林を行ない，樹木に

よる流失防止をはかるなどのことを実施しなければならない。また，細谷流亡のよう
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な速い侵蝕に対しては，表流水の流速をおそくし，土壌流失を防ぐための土堰めをつ

くるとか，細谷を埋めるとか，ときには，排水管を埋設するなどの方法をとる必要が

あろう。
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Resume

Thesheetmap “ Biei" coverstheareabetween43ー30'and43ー40'

N.latitudeand142ー15'and142ー30'E.longitude.

Thegeologyofthemapareacanbebroadlygrouped into

threedi 百erent geologicalunits. Theyare, fromWesttoEast,

Tertiaryarea, Kamuikotantectoniczone, andTokachiweldedtu 百

area. Kamuikotantectonic zone, sofartheoldestofthemap

area, isapartoftheHidakaorogeniczone, Japaneserepresentation

ｷoftheAlpineorogenesis. Rocksofthegeosynclinalstage, suchas

mainlyspilitice百usives andtu 百aceous rocksarewidelydevelopped

inthezone. Theserockshavebeenevolvedtovariousschistose

rocksthroughtheorogenicstagedynamicmetamorphism. The

zoneisalsocharacterizedbyintrusionof serpentinites, witha

varietyofformandsize. PartoftheTertiaryrocks, viz. Palaeoｭ

ogeneandMiocenerockscoveringtheKamuikotanzone, havebeen
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greatlyinfluencedbytheHidakaorogenesisandconsequentlyhave

muchdisturbedstructure. Seeminglytheorogenesisceased to ・

havesuchinfluencialforceafterPliocenesincerocksofthisage

sufferednodisturbance. Tokachiwelded tu 百， itsagebeing

probablylatePlioceneorPleistocene, coversfairlylargeareain

theeasternhalfofthemaparea.

Hidakasuper-groupandKamuikotanmetamorphicrocks.

ConstituentsofKamuikotanzone are Hidaka super-group,

KamuikotanmetamorphicrocksderivedfromtheHidakasuperｭ

grouprocks, andsomeintrusiverocks. Hidakasuper-grouprocks

aredividedintothreegroupsinascendingorderviz.Nakanogawa

group, KamuigroupandSorachigroup.Presentedwithinthemap

areaareupperKamuitolowerSorachigroupformations , considｭ

eredasupperJurassic. Lithologicallytheycomprisesandstones,

slates, radiolarianchert, diabasic tu 百 and spilites. Presumably

metamorphicrocksofthemapareaaremostlyderivedfromthese

formations , inotherwordsgreenschistsandgreensemi-schists

arederived fromdiabasic tu 百 and spilites, blackschistsand

blacksemi-schistsfromsandstonesandslates.Amongthesemetamｭ

orphics, greenorblackcrystallineschistsareverylimitedand

lowergradesemi-schistsdevelopquitepredominantly. Following

mineralassemblagesarefoundinthemetamorphicrocks;

A. Semi-schistsofbasicrockorigin;

1) chlorite-calcite

2) chlorite-calcite-albite

3) chlorite-calcite-albite-pumpellyite

4) chlorite-glaucophane

5) chlorite-glaucophane-albite

6) chlorite-glaucophane-pumpellyite

7) chlorite-albite-brownstilpnomelane

B. Semi-schistsofsandstone-slateorigin;

8) quartz

9) .quartz-albite
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10) quartz-albite-chlorite

c. Crystallineschistsofbasicrockorigin;

11) albite-epidote-actinolite

12) albite-quartz-chlorite-muscovite-(hematite)

13) albite-quartz-chlorite-muscovite-brownstilpnomelane

14) aegirine-albite-quartz-muscovite-chlorite-epidote-brown

stilpnomelane-apatite

15) aegirine 心hlorite-albite

16) aegirine-chlorite-muscovite-brownstilpnomelane

17) aegirine-glaucophane-chlorite-muscovite

18) glaucophane-chlorite-albite-quartz

19) glaucophane-chlorite-muscovite-brownstilpnomelane-albiteｭ

calcite

20) chlorite-pumpellyite-albite-aegirine-muscovite-brown

stilpnomelane-glaucophane

21) glaucophane-chlorite-albite-brownstilpnomelane-pumpellyiteｭ

calcite

22) glaucophane-Iawsonite-chlorite-brownstilpnomelane-albite

23) glaucophane-Iawsonite-pumpellyite-chlorite-muscovite-albite

D. Felsicpartingreenchrystallineschists;

24) quartz-albite-muscovite-brownstilpnomelane

25) quartz-albite-chlorite-muscovite-brownstilpnomelaneｭ

aegIrme

26) qua訂rt匂z-gla 加uc∞ophane 児e-a配eg剖irine児e圃musc ∞ov吋it旬e

27) pua訂rt位z-glauc ∞ophane-aegirine-chlorit 白e圃b伽rown s坑ti日lpnomelane .

albite-calcite

28) quartz-riebeckite-brown-stilpnomelane-calcite-(pumpellyite)

29) albite-aegirine-brown-stHpnomelane-pumpellyite-caIcite

E. Crystallineschistsofsandstone-slateorigin;

30) quartz-albite-muscovite-brownstilpnomelane-(calcite)

31) quartz-muscovite-chlorite-albite

32) quartz-albite-actinolite-brownstilpnomelane
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一一一: Predominantminerals, ( ):Occasionalypresent

Amphibolites, theiroriginbeingigneousandquitedifferent

fromHidakasuper-group rocks, arealsoobservedinthezone.

Theyshowgranoblastictexture, comprisinggreenorbrownhornｭ

blendandplagioclase. Oneexceptionaltype rock, however, has

noplagioclaseandiscomposedentirelyofactinolite.Thereoccurred

also, fromonlyonelocality, rockwithmanyolivinerelictswith

accompanyingamesiteandtremolite. Originalrocksofthsee

amphibolitesareprobablysomesortofgabbroicrocks.

Intrusiverocksinthisareaareserpentinitesandgabbroes..

Serpentinitesarecharacterizedwithalotofintrusivebodiesof

considerablydifferentsizes, elongatedtoN-Sdirection. Lithologiｭ

callytwotypesexist,“ massive" and“ foliated" ones, thelatter

beingpredominantinnumber. Theareamusthavebeenunder

tremendous tectogenesis, whereasmassiverocksbecamequite

schistoseoffoliated. Gabbroesareobservedpenetratingthespiｭ

litesandmakingfairlybigrockmasses, especiallyinthesouthern

area.Theyaredarkgreenishincolourandareconsistedoffineｭ

andcoarse-grainedfacies. Mostoftherocksarefine-grained_

Mainconstituentmineralsare finetomediumsizeaugiteand

plagioclase, butactinolitizationandchloritizationofaugiteare

significant. Plagioclasealsosu 百ered muchsaussuritization.

PalaeogeneTertiary

DistributionofPalaeogeneformationsareatthesouth-western'

cornerofthemaparea. Theyformthenorth-easternmarginal

partoftheIshikaricoal-field, oneofthemostimportantnaturalreｭ

sourcesofHokkaidδ. Ishikarigroup, PoronaigroupandKongδzawa

groupmakeupthePalaeogeneofthisarea.Influenceoforogenic

tectogenesisisconspicuousoverwholePalaeogeneformationsand

includedcoalseamstendtobecomediscontinuousbecauseofthe

disturbances.

NeogeneTertiary

TwotypesofNeogeneformationsareobserved , onesurfaced-
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anddevelopinbetweenthePalaeogeneandtheKamuikotanzone,

andanothermostlysubterraneanandunderlietheTokachiwelded

tu 旺 of theeasternarea. TheformercanbedividedintoMiocene

KawabatagroupandPlioceneTakikawa formation, buttheage

ofthelatterisyetuncertain.

Kawabatagroupisherecomposedof siltstones, sandstones

andconglomerates, marineshellfossilsbeingcollectedamongthem.

Takinoue formation , whichis earlier, andKawabataformation

propermaybothpresent, butwithoutanydecisiveproof. Area

oftheTakikawaformationisrathersmall. Tu 妊aceous mudand

sandcomposetheformation.

Paucityandpoornessofoutcropsmakeitimpossibletoclassify

thelatterformations , beingcoveredbyweldedtu 百. Theycomprise

looseconglomerates, mudstones and tu 百aceous rocks. Judging

fromthelithological characteristics, theiragemaybelong to

Pliocene.

Tokachiweldedtuff

Over50%ofthemapareaattheeasternsidearecovered

byTokachiweldedtu 百. Yettheymakeonlypartofavastwelded

tu 百 mass ， thelargestofthiskindinHokkaid6. Petrographically

theyarerhyolitic, andarescatteredwithmanyquartzandbiotite

phenocrysts. Flowstructureisveryconspicuous, andobsidian

lensesarefoundparalleltotheflowage. Incertainpartsmany

pumiceareincluded. Theageoftheweldedtuff e百usion is

consideredaseitherlateTertiaryorearlyQuarternary, andthe

lattercaseseemsmoreprobable.

Quarternary

Quarternarysedimentsaredeveloppedalongthemanyriver

valleyesof area , comprising 1st and 2nd terracedeposits of

Delluviumageandrecent 日ood depositsofAlluviumage.

The1stterracedepositsmakefairly 臼at surfacewithheights

ofca.10to40metersaboveriverbeds. The2ndterraces, also

flatca.5metershigh.
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EconomicGeology

Themapareay.ieldsveryfewworkablenaturalresources.

OnlyactivemineisYuyacoalmine, workingcoalsofPalaeogene

age. ChromiteoresarefoundintheSerpentinitemassesofthe

Kamuikotanzone, butpoorquantityanddisturbedstructuremake

themquiteunworkable. Tokachiwelded tu 百 is tosomeextent

usedasbuildingstones.
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